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ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
Ｗ
Ｌ
Ｂ
）と
は
「
仕
事
と
生

活
の
調
和
」
と
訳
さ
れ
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
を

持
っ
て
活
き
活
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
、
そ
し
て
同
時

に
家
庭
や
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
生
き
方
が
で
き
る
社
会

を
目
指
す
も
の
で
す
。
社
会
環
境
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
、
平
成
１９
年
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
憲
章
が
策
定
さ
れ

官
民
一
体
と
な
っ
て
こ
の
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。
特
に
病
院

で
は
、
看
護
師
を
は
じ
め
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
、
出
産
、
育

児
、
学
童
保
育
あ
る
い
は
介
護
な
ど
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立

さ
せ
る
こ
と
が
大
変
難
し
く
、
以
前
か
ら
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
日
本
看
護
協
会
で
は
、
厳
し
い
労
働
環
境
を

少
し
で
も
改
善
し
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
全
国
的
に
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
昨
年
、綾
部
市
立
病
院
は
京
都
府
看
護
協
会
か
ら

Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
推
進
す
る
府
内
４
病
院
の
一
つ
に
推
薦
さ
れ
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
現
在
、当
院
で
は
子
育
て
中
の
職
員
へ
の

支
援
の
ほ
か
、
勤
務
時
間
の
短
縮
や
２
交
代
制
の
夜
勤
な
ど
、

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
職
場
環
境
の
改
善
に
努
め

て
い
ま
す
。
そ
し
て
職
員
の
志
気
向
上
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
で
、
看
護
師
の
離
職
率
は
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
 

　
地
域
で
の
医
師
・
看
護
師
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、
こ
の
Ｗ
Ｌ

Ｂ
の
推
進
は
人
材
の
確
保
と
職
員
の
資
質
向
上
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
優
れ
た
ス
タ
ッ
フ
を
数
多
く
確
保
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
安
心
安
全
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題

は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
病
院
の
活
性
化
に
不
可
欠

な
も
の
と
し
て
、
将
来
的
に
は
看
護
部
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
部
署
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
、

元
気
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
暖
か
い
エ
ー
ル
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
 

「大台ヶ原」／撮影：副院長　志賀浩治 「大台ヶ原」／撮影：副院長　志賀浩治 
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がん性疼痛看護認定看護師 

3A病棟　牧　野　敦　子 
まき　　 の 　　あつ　　 こ 

　

現
在
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
の
約

　

％
が
「
痛
み
」
を
体
験
し
て
い
る
と

３０言
わ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
患
者
の
体
験

す
る
痛
み
は
、
身
体
の
辛
さ
だ
け
で
な

く
、
こ
こ
ろ
や
日
常
生
活
ま
で
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、
痛
み
と

は
本
人
に
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
感
覚
の

一
つ
で
、
と
て
も
捉
え
に
く
い
も
の
で

す
。
私
は
、
そ
の
が
ん
に
よ
っ
て
生
じ

る
様
々
な
痛
み
を
緩
和
す
る
た
め
の
専

門
的
な
知
識
を
活
か
し
、
患
者
さ
ま
と

ご
家
族
の
日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　

当
院
は
、
平
成　

年
７
月
に
京
都
府

２４

が
ん
医
療
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、

「
京
都
府
が
ん
推
進
病
院
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
役
割
と
し
て
、
緩

和
ケ
ア
や
が
ん
相
談
・
支
援
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
院
で
は
入
院

中
の
患
者
さ
ま
の
痛
み
を
緩
和
す
る
た

め
に
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

私
は
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

所
属
し
、
毎
週
月
曜
日
に
緩
和
ケ
ア
回

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
医
師
・
薬
剤

師
・
看
護
師
・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど

が
チ
ー
ム
と
な
り
、
が
ん
に
よ
る
痛
み

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
、
苦
痛
を
最
小

限
に
出
来
る
よ
う
、
鎮
痛
薬
の
検
討
や

症
状
緩
和
に
関
す
る
相
談
や
苦
痛
を
和

ら
げ
る
ケ
ア
方
法
や
療
養
上
の
工
夫
な

ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
来
通
院
を
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ま
や
ご
家
族
、
が
ん
に
関
し
て
お

悩
み
を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で

も
、
痛
み
に
対
す
る
鎮
痛
薬
の
使
用
方

法
や
不
安
に
対
す
る
相
談
も
応
じ
て
い

ま
す
。
痛
み
の
辛
い
気
持
ち
や
分
か
っ

て
貰
え
な
い
気
持
ち
を
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
相
談
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
外
来
に
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

の指定を受けました。 の指定を受けました。 の指定を受けました。 

　綾部市立病院は、平成２４年７月１１日付で「京都府がん診療推進病院」に指定
されました。 
　「京都府がん診療推進病院」は、国や京都府が定めるがん診療連携拠点病院
などと連携しながら専門的ながんの診断や治療を行うほか、緩和ケアや患者様や
ご家族の相談支援、がんに関する様々な情報提供などを行うことにより、地域の
皆様が安心してがん診療を受けていただけるように取り組む病院です。 
　今後とも皆様の期待に応えられるよう地域の医療機関と連携をとりながら、より
質の高いがん診療の提供に努めてまいります。 
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の の の 任 任 ド ド タ タ 紹 紹 介 介 ド タ 紹 介 新 新 ク ク ー ー 新 任 ク ー 

8月より麻酔科で

勤務させて頂いて

おります。臨床研

修終了後、1年間

少し京都府立医科

大学附属病院で勤

務しておりました。

本年度で4年目と

経験浅く、まだま

だ不慣れで戸惑う

ことも多いため、皆様にはご迷惑をおかけす

ることも多いかとは思いますが、手術を迎え

た患者さんの不安を少しでも軽くし、手術を

終えられた後に「痛くなかったです」と素敵

な笑顔を向けて頂けることを喜びとして、日々

頑張ってまいります。どうぞよろしくお願い

致します。 

7月より整形外科で勤務さ

せていただいております。

京都府立医科大学を卒業後、

これまで社会保険京都病院、

京都府立医科大学附属病院、

愛生会山科病院で勤務して

きました。その後、大学院

で肩関節に関する基礎研究

に取り組みながら、整形外

科で主にスポーツ傷害の診

療にかかわっておりました。綾部市立病院で提供され

てきた整形外科医療のレベルを落とさないように、担

当医師の交代で不安に思われている外来患者さんには

少しでも早く安心していただけるよう努力したいと思

います。そして、これまでの経験を生かし、新しいも

のも取り入れながら、微力ですが皆様のお役に立ちた

いです。 

整形外科 

木　田　圭　重 

麻酔科 

板　東　瑞　樹 
ばん　　どう　　みず　　 き き　　　だ　　 よし　　かず 

心臓超音波検査（心エコー）でわかること

食 事 療 法 ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス

　脂質異常症とは、血液中の脂質であるコレステロールや中性脂肪などが正常より多い状態を言います。脂肪が異常
に増えてもほとんど自覚症状がないため放置されがちですが、放っておくと動脈硬化が進み狭心症、心筋梗塞、脳梗塞
などさまざまな病気が起こってきます。検査でコレステロールや中性脂肪に異常が出た場合、すみやかに治療を開始し
ましょう。まず、食事と運動が基本です。お薬が必要になる場合もあります。 

１． 適正なエネルギー量を守り肥満を予防しましょう 
適正なエネルギー量＝標準体重×（２５～３０kcal） 
※標準体重＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×２２ 

２． バランスよく食べましょう 
毎食、主食、主菜、副菜をそろえましょう！ 

３． 脂肪をとり過ぎないようにし、脂肪の種類にも気を 
　つけましょう 
油料理は１日１～２品に！　肉より魚がおすすめ！ 

４． コレステロールを多く含む食品を控えましょう 
卵、レバーなどの内臓、霜降り牛肉、わかさぎ・ししゃ
もなどの丸ごと食べる魚、いか、魚卵、乳製品など 

５． 食物繊維をしっかりとりましょう 
食物繊維の多い野菜や海藻、きのこ、こんにゃくを毎
食食卓へ！ 

６． 抗酸化食品をとりましょう 
ビタミンE・C・カロチンはコレステロールの酸化を防
ぎます。野菜や果物、豆類、種実、いも類、魚介類など 

７． 糖分の多い食品やアルコールをとりすぎないように 
しましょう 
中性脂肪が増えます！ 

８． 禁煙を心掛けましょう 
たばこは善玉コレステロールを 
減らしビタミンCを破壊！ 

９． 運動の習慣をつけましょう 

栄養科長　竹　村　智　子 

⑩

心臓超音波検査（心エコー）でわかること

たけ　　むら　　とし　　 こ 
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野 球 肘

健康 
医師の 

健康 
アドバイス 

野 球 肘整形外科 

木　田　圭　重 
き　　　だ　　　よし　　かず 

　

投
球
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
お
こ
る
肘
の

障
害
で
、
肘
の
外
側
、
内
側
、
後
側
に
お

こ
り
ま
す
。
発
育
期
の
小
学
生
・
中
学
生

で
は
成
長
軟
骨
を
痛
め
る
こ
と
が
多
く
、

高
校
生
以
上
で
は
靱
帯
損
傷
や
疲
労
骨
折

が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
と
く
に
、
身
長

が
急
に
の
び
る　

〜　

歳
の
時
期
は
と
く

１０

１２

に
注
意
が
必
要
で
、
こ
の
年
代
で
の
不
適

切
な
練
習
が
、
重
大
な
障
害
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
肘
の
外
側
の
野
球
肘 

肘
の
外
側
の
小
頭
と
い
う
部
分
の
障
害

で
す
。
早
期
に
発
見
さ
れ
れ
ば
完
全
に

治
癒
し
ま
す
。
し
か
し
、
早
期
で
は
痛

み
が
あ
ま
り
な
く
、
軟
骨
が
は
が
れ
る

ま
で
に
１
〜
２
年
以
上
か
か
る
こ
と
か

ら
、
本
人
も
周
囲
も
気
づ
か
ず
に
投
げ

続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

痛
く
な
っ
て
か
ら
病
院
を
受
診
し
た
の

で
は
、
手
術
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
手

術
を
し
て

も
完
治
し

な
い
こ
と

が
あ
り
ま

す
。

早
期
発
見

す
る
た
め

に
は
、
症

状
の
な
い

時
に
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
肘
の
内
側
の
野
球
肘

肘
の
内
側
上
顆
と
い
う
部
分（
左
図
）の

障
害
で
す
。

内
側
の
靱
帯
が
骨
に
つ
い
て
い
る
所
が
、

く
り
返
し
引
っ
ぱ
ら
れ
骨
・
軟
骨
が
傷

つ
き
ま
す
。

通
常
は
１
〜
３
ヵ
月
の
投
球
中
止
で
復

帰
で
き
ま
す
。

高
校
生
以
上
で
は
内
側
の
靱
帯
を
損
傷

す
る
こ
と

が
多
く
、

重
症
な
場

合
は
手
術

が
必
要
に

な
る
こ
と

も
あ
り
ま

す
。

 
・
肘
の
後
側
の
野
球
肘

肘
の
肘
頭
と
い
う
部
分（
左
図
）の
障
害

で
す
。
投
球
動
作
で
は
ボ
ー
ル
リ
リ
ー

ス
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
ス
ル
ー
の
と
き
に
肘

の
後
側
・
内
側
に
痛
み
が
あ
り
ま
す
。

肘
を
伸
ば

す
と
き
に

も
痛
み
が

あ
り
、
肘

が
伸
ば
し

に
く
く
な

り
ま
す
。

通
常
は
３
ヵ
月
以
上
の
投
球
中
止
が
必

要
で
、
そ
れ
で
も
治
ら
な
い
場
合
は
手

術
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

野
球
肘
に
な
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
方
法

は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。
ま
ず
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

（
柔
軟
性
と
筋
力
の
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
球
は
全
身
を
使
う
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、

例
え
ば
下
半
身
が
硬
い
と
肩
や
肘
に
負
担

が
か
か
り
ま
す
。
体
前
屈
で
指
先
が
床
に

届
か
な
い
選
手
は
要
注
意
で
す
。
股
関
節

周
囲
や
肩
周
り
の
練
習
前
後
の
ス
ト
レ
ッ

チ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
つ
ぎ
に
、
痛
み
が

な
く
て
も
、
１
年
に
１
回
、
専
門
医
に
よ

る
定
期
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
、
障
害
の

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、

休
養
し
て
も
４
日
以
上
痛
み
が
続
く
場
合

は
医
師
の
診
察
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
ま
た
は
エ

コ
ー
検
査
）

を
受
け
る

こ
と
を
お

す
す
め
し

ま
す
。

1
）　

野
球
肘

2
）　

野
球
肘
の
予
防
方
法
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心
臓
超
音
波
検
査
（
以
下
、
心
エ
コ
ー
）

は
、
心
臓
病
の
診
断
や
重
症
度
を
評
価
す

る
た
め
に
よ
く
行
わ
れ
る
検
査
で
す
。
今

年
度
、
当
院
の
心
エ
コ
ー
が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
代
表
的
な
心
臓
病
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
心
臓
弁
膜
症
…
大
動
脈
弁
、
僧
帽

弁
、
肺
動
脈
弁
、
三
尖
弁
と
心
臓
に
は
４

つ
の
弁
が
あ
り
ま
す
。
心
臓
弁
膜
症
は
こ

れ
ら
弁
の
具
合
が
悪
く
な
る
病
気
で
す
が
、

な
か
で
も
大
動
脈
弁
（
左
心
室
と
大
動
脈

の
間
の
弁
）、
僧
帽
弁
（
左
心
房
と
左
心
室

の
間
の
弁
）
に
狭
窄
や
逆
流
が
み
ら
れ
て

問
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
例
え
ば

大
動
脈
弁
狭
窄
症
で
は
、
左
心
室
か
ら
全

身
に
血
液
を
送
り
出
し
に
く
く
な
る
た
め

常
に
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
続
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

（
２
）
虚
血
性
心
疾
患
…
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
な
ど
で
す
。
心
臓
の
筋
肉
を
栄
養
す

る
血
管
の
異
常
に
よ
り
筋
肉
の
収
縮
力
が

低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
狭
心
症
は
運
動

時
な
ど
に
胸
部
圧
迫
感
が
生
じ
る
疾
患
で
、

非
発
作
時
に
は
心
臓
に
異
常
を
み
と
め
な

い
こ
と
が
多
い
で
す
。
心
筋
梗
塞
で
は
、

異
常
の
あ
る
血
管
が
栄
養
し
て
い
る
領
域

の
壁
の
厚
さ
が
薄
く
な
っ
た
り
動
き
が
低

下
し
た
り
し
ま
す
。

（
３
）
心
筋
症
…
心
臓
の
筋
肉
の
病
気
で
、

壁
が
厚
く
な
る
こ
と
や
壁
の
動
き
が
悪
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
部
の
壁
が
厚

く
な
る
肥
大
型
心
筋
症
、
心
臓
全
体
の
壁

の
動
き
が
悪
く
な
る
拡
張
型
心
筋
症
が
代

表
的
で
す
。

（
４
）
先
天
性
心
疾
患
…
様
々
な
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
成
人
に
な
っ
て
か
ら
発
見

さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
心
房
中
隔
欠
損

症
や
心
室
中
隔
欠
損
症
が
代
表
的
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
生
ま
れ
つ
き
心
房
・
心
室
の

壁
に
穴
が
開
い
て
い
る
病
気
で
す
。

　

こ
れ
ら
心
臓
病
で
は
心
臓
に
負
担
が
か

か
る
た
め
、放
置
す
る
と
心
不
全
症
状（
動

悸
や
息
切
れ
、
手
足
の
む
く
み
な
ど
）
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
な
い

段
階
で
も
、
健
康
診
断
な
ど
で
心
臓
病
が

疑
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

心
不
全
症
状
が
出
現
し
た
場
合
や
健
康

診
断
な
ど
で
心
臓
病
が
疑
わ
れ
る
場
合
、

手
術
を
実
施
す
る
前
に
心
機
能
の
評
価
が

必
要
な
場
合
な
ど
に
、
心
エ
コ
ー
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
機
種
変
更
に
よ
り
以
前
と
比
べ

て
非
常
に
鮮
明
な
画
像
が
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
は
検
査

室
で
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
実
際
の
検

査
画
面
が
、
診
察
室
の
電
子
カ
ル
テ
上
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
技
術

の
進
歩
に
伴
い
心
エ
コ
ー
は
様
々
な
心
臓

病
の
診
断
や
評
価
を
お
こ
な
う
た
め
に
欠

か
せ
な
い
検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

循環器内科 

中　村　英　夫 
なか　　むら　　ひで　　 お 

機 器 変 更 紹 介

僧帽弁逆流のカラードプラ画像：
ドプラ法では、画面下方に遠ざかる血流は青色で
示されます。左心室から左心房に血流が逆流して
いることがはっきりと分かります。

左心室の矢印で示した部分の壁がほとん
ど動いておらず、壁の厚さも薄くなって
います。心筋梗塞（慢性期）のエコー画
像です。



６

心臓超音波検査（心エコー）でわかること

臨床検査科　村　上　　聡 

心臓超音波検査（心エコー）でわかること心臓超音波検査（心エコー）でわかること

■心エコー検査でわかること。 

・心臓の大きさがわかります。 
心エコーでは心臓を透視するように見え、心臓の中までも見えるので心臓の
部屋の大きさが測れます。 
心臓は血液を送り出すポンプですが、ある程度の大きさまで大きくなると心
臓の働きが悪くなり心臓のポンプとしての機能を果たさなくなります。 

・心臓の重さがわかります。 
心臓の壁の厚さを測り、心臓の筋肉の密度を計算すると、心臓の重さがわか
ります。 
心臓も太りすぎはよくありません、太りすぎはしなやかさが失われ、心臓のし
なやかな動きが出来なくなり、心臓の働きが障害されます。 

・心臓の中を流れる血流がわかります。 
血流に色をつけ、流れがわかります。心臓は血液を送り出すポンプです、ポンプには効率よく血液を送り出せるよ
う逆流防止弁がついていますが、何らかの原因で弁が壊れたら心臓の中で血流が逆流してしまいます、これに心
エコーで血流に色をつけると逆流しているのがわかります。 

・心臓の働きがわかります。 
心エコーは動画です、心臓の動きをリアルタイムで見ることができます、言い換えれば心臓の働きがわかります。 
最新の心エコー検査機器では、心臓の働きが自動で判断できます。今まで心臓の働きは人間の目で見て判断し
ていましたが、最新の機器では機械の目と、人間の目で見て動きを判断し、より精度良く心臓の働きを評価でき
ます。 

むら　　かみ　　　　さとし 

vol.6

心
の

音
 

心
の

音
 

こ
こ
ろ
 

ね
 

　

は
じ
め
ま
し
て
。

　

犬
の
美
容
室
を
し
て
い
る
大
槻
美
由
紀

で
す
。
仕
事
柄
、
た
く
さ
ん
愛
犬
達
と
共

に
日
々
生
活
し
て
い
ま
す
。
我
が
家
の
愛

犬
の
中
か
ら
、
健
太
と
あ
か
ね
の
話
を
書

か
せ
て
頂
き
ま
す
。
健
太
は
五
才
、
あ
ね

は
七
才
の
プ
ー
ド
ル
で
す
。
ど
こ
に
で
も

い
る
普
通
の
わ
ん
ち
ゃ
ん
で
す
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
月
一
回
し

か
連
れ
て
行
け
な
い
事
も
あ
り
、
仲
間
の

間
で
は
落
ち
こ
ぼ
れ
の
二
匹
で
す
。

　

今
か
ら
四
年
程
前
、
一
緒
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
い
る
犬
達
と
定
期
的
に
京
都

に
あ
る
ホ
ス
ピ
ス
へ
ド
ッ
グ
セ
ラ
ピ
ー
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

病
院
の
中
に
は
、
車
い
す
の
方
や
点
滴

を
し
な
が
ら
歩
い
て
お
ら
れ
る
方
等
、
彼

ら
が
見
た
事
の
な
い
物
や
、
聞
い
た
事
の

な
い
音
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
ど
ん
な

反
応
を
す
る
の
か
不
安
な
面
が
あ
り
ま
し

た
。
始
め
て
の
セ
ラ
ピ
ー
は
、
私
自
身
が

か
な
り
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
驚
い
た
事
に
、
先
輩
の
犬
達

に
混
ざ
っ
て
、
抱
っ
こ
し
て
も
ら
っ
た
り
、

さ
わ
つ
て
も
ら
っ
た
り
、
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ

グ
に
な
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

回
を
重
ね
る
度
に
、
自
分
か
ら
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
い
に
行
き
、
そ
の

場
の
心
ち
良
さ
を
患
者
さ
ん
と
共
有
し
て

い
る
様
で
し
た
。

　

あ
る
日
、
音
楽
セ
ラ
ピ
ー
と
一
緒
に

な
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
後
で
看
護
師

さ
ん
に
聞
い
た
話
で
す
が
、
激
痛
の
為
、

普
段
長
時
間
車
い
す
に
座
る
事
が
出
来
な

い
患
者
さ
ん
が
、
犬
を
抱
っ
こ
し
て
、
最

後
ま
で
音
楽
を
聞
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　

又
、
病
室
で
猫
を
飼
わ
れ
て
い
る
患
者

さ
ん
の
奥
さ
ん
か
ら
「
う
ち
の
子
に
犬
を

見
せ
て
あ
げ
た
い
。」
と
言
わ
れ
、
健
太
と

あ
か
ね
を
連
れ
て
病
室
に
行
っ
た
事
が
あ

り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
は
、
猫
と
犬
の
対

面
を
優
し
く
微
笑
み
な
が
ら
見
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
落
ち
こ
ぼ
れ
の

健
太
と
あ
か
ね
で
す
が
、
セ
ラ
ピ
ー
中
、

決
し
て
無
理
を
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
、
自
ら
患
者

さ
ん
と
寄
り
添
い
、
一
緒
に
そ
の
場
の
あ

た
た
か
く
て
や
さ
し
い
空
気
を
楽
し
ん
で

い
る
様
で
す
。

　

緩
和
ケ
ア
の
中
に
ド
ッ
グ
セ
ラ
ピ
ー
が

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
犬
に
接
し

て
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、

そ
れ
を
た
く
さ
ん
実
感
で
き
ま
し
た
。
犬

の
持
っ
て
い
る
不
思
議
な
力
が
、
医
療
の

現
場
の
役
に
立
っ
て
い
る
事
は
、
う
れ
し

い
事
で
す
。
次
回
は
、
綾
部
市
図
書
館
の

生
駒
彩
子
さ
ん
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

犬
の
美
容
師

大

槻

美
由
紀



７

糖尿病教室のご案内 糖尿病教室のご案内 
11月 

19日（月） 

26日（月） 

12月 

3日（月） 

17日（月） 

10日（月） 

1月 

15日（火） 

30日（水） 

・無料、申込み不要 
　１３：３０～１５：３０ 糖尿病教室 

・実費、申込み要 
　１２：３０～１４：３０ 試　食　会 

 

チェンジ”

「世界糖尿病デー」イベントのお知らせ 「世界糖尿病デー」イベントのお知らせ 

平成4年度から20年連続の黒字決算となりました。

監視カメラ 

モニター 

警備室 

監視カメラ 

モニター 

警備室 

夜間、院内に入られる際、 

自動ドアは、警備員の操作で開きます。 

平成22年度平成23年度区　　分

5,956,6116,021,353病院事業収益

5,779,2795,847,677医業収益

3,047,6073,089,346うち入院収益

2,495,4052,540,983うち外来収益

177,332172,736医業外収益

0940特別利益

5,765,0795,764,097病院事業費用

5,583,1935,601,391医業費用

141,533128,362医業外費用

40,35334,344特別損失

191,532257,256当年度純利益

（H23.4.1～H24.3.31）　　　　　　単位：千円

外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外 来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診 察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察 のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお 知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知 らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ外 来 診 察 の お 知 ら せ

■神経内科　牧　野　雅　弘　医師

■第3土曜日　9：30から完全予約制にて
　　　　　　　外来診察しております。

平成２３年度綾部市病院事業決算



面会時間について 
平　日 
午後2時～午後7時 
土・日・祝日 
午後1時～午後7時 

綾部市青野町大塚20番地の1

FAX 0773-42-7870

43-0123

☆診察日 
 　月～土曜日 
 
☆受付時間 
　 午前8時～ 午前11時30分 
　 （自動再来受付機／午前7時30分より稼動） 

☆診察開始時間 午前8時30分～ 
☆人間ドック （半日）月～金曜日 
☆脳ドック （13時～）月～金曜日 
☆血管ドック （9時30分～）第2・4水曜日 

☆休診日 
　日曜・祝日 
　年末年始 

外来診察のご案内 

綾部市立病院 ホームページアドレス http://www.ayabe-hsp.or.jp

※土曜日は診療科により 
　異なります 

27

27

173

あやバス 

あやバス 

あやバス 

あやバス 

至舞鶴 

至舞鶴 

至京都 
至池田 

バス 
ターミナル 

至
京
都
 

至
福
知
山
 

位
田
橋
 

白
瀬
橋
 

至舞鶴若狭自動車道 綾部I.C.

JA

警察署 

郵便局 

アスパ 

グンゼ綾部本社 

綾部市保健 
福祉センター 

綾部市役所 

綾部小学校 

京都府綾部 
総合庁舎 

丹波大橋 

綾部大橋
 

新
綾
部
大
橋
 

綾部駅 

綾部市立病院 

病院への交通 

JR山陰本線「綾部駅」下車、北口より徒歩10分 
南口から あやバス で約5分「市立病院前」 
バス停下車 

N

院内保育所 
訪問看護ステーション 

由良川 

0773

外来診療担当医師表 平成２４年１０月１日より

土金木水火月曜　日
担当医師外来名担当医師外来名担当医師外来名担当医師外来名担当医師外来名担当医師外来名診療科名

担当医師内科一般長 谷 川内科一般
消化器・胃腸高 升内科一般

消 化 器
長 谷 川
（緩和ケア）

内科一般
消化器・胃腸江 口内科一般

消 化 器
高 升
（緩和ケア）

消 化 器
・ 胃 腸１ 診

内　
　
　
　
　

科

担当医師内科一般※
河 野

内科一般
循 環 器

※
志 賀循 環 器※

志 賀
内科一般
循 環 器

※
中 村

内科一般
循 環 器

※
河 野

内科一般
循 環 器２ 診

－－※
中 村

内科一般
循 環 器

※　
長 崎

呼 吸 器
（９：００～）

※
永 井

呼 吸 器
（９：００～）足 立内科一般

循 環 器３ 診

－※
渡　　邉

神経内科
（１０：１５～）

※
市 田

内 分 泌
糖 尿 病足 立内科一般

循 環 器
※
市 田

内 分 泌
糖 尿 病

※
担当医師

内 分 泌
糖 尿 病４ 診

－※
石 井

消 化 器
肝 臓

※
滋 賀

神経内科
（１０：１５～）－※

石 井
消 化 器
肝 臓－５ 診

－－－－※
村 西

神経内科
（１０：１５～）－６ 診

担当医師外科一般柳 田呼 吸 器
外 科富 田外科一般

消 化 器沢 辺外科一般
消 化 器井 上外科一般

消 化 器鴻 巣外科一般
消 化 器１ 診

 

外 

科 

 

担当医師禁煙外来
（隔週）

※
鴻 巣
（緩和ケア）

外科一般
消 化 器

※
柳　 田

呼 吸 器
外 科

第２・４週
※大　川

血管外科
（10：30～）

藤 原乳腺外科－２ 診
第 3 週
※増　田

血管外科
（10：００～）

－－※藤　原乳線外科－－－午後
森１ 診 脊 椎志 賀１ 診小 橋１診 手の外科担当医師１ 診小 橋１診 手の外科

整形外科 木 田２ 診－森２ 診 脊 椎－木 田２ 診
担当医師３ 診－－－－

担当医師１ 診西 村
１ 診
神経・一般

上 野１ 診新 田１ 診上 野１ 診戸 澤１ 診

午前

 

小

児

科 

 

－戸 澤金 田２　　 診戸 澤２ 診金 田２ 診上 野２ 診

－金 田２ 診－－第3週以外
※問　山小児循環器－

－
上 野慢性疾患

担当医師予防接種
担当医師Ｂ Ｃ Ｇ

戸 澤慢性疾患金 田慢性疾患※
午
後

上 野慢性疾患
金 田慢性疾患戸 澤慢性疾患担当医師１ヶ月健診担当医師１ヶ月健診
山 本１ 診上 野１ 診川　原麻１ 診川　原健１ 診上 野１ 診

午前
産
婦
人
科
※

－川　原麻２ 診上 野２診（９：３０～）川　原麻２ 診川　原健２ 診
－－－担当医師１ヶ月健診担当医師１ヶ月健診午後
鳥 山１診（９：００～）高 村１診（９：００～）廣 田１診（９：００～）鳥 山１診（９：００～）廣 田１診（９：００～）

泌尿器科※
高 村２診（１０：３０～）担当医師２診（１０：３０～）高 村２診（１０：３０～）廣 田２診（１０：３０～）鳥 山２診（１０：３０～）

担 当 医 師　 中　 村　　 高　 家　担 当 医 師　 中　 村　　 高　 家　眼 科

　 中　 前　－成本／谷口物忘れ外来畑
（緩和ケア）

原則月2回
畑

精神科※
１０：１５～

担 当 医 師担 当 医 師
　 佐　 藤　

　 佐　 藤　　 佐　 藤　
　 佐　 藤　

耳鼻咽喉科
※佐　藤午後：超音波※佐　藤午後：超音波

山 崎１診（１０：３０～）佐 野１診（１０：３０～）佐 野１診（１０：３０～）佐 野１診（１０：３０～）
皮 膚 科

－加 藤２診（１１：００～）－張２診（１０：３０～）
担 当 医 師一 島 ／ 松 元一 島 ／ 松 元一 島 ／ 松 元一 島 ／ 松 元一 島 ／ 松 元放射線科

※印は原則として予約制になっております。各診察室で申し込んで下さい。お電話でのご予約は14：00～16：00のにお願いいたします（外科以外）。


